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問題と目的

　近年 ，
正 反応率だけではなく，併せて 時間も学習達

成の ための指標とする，流暢性訓練やrate
・bu且ding　t

raining とい っ た学習方法の 有効性が指摘 され て い る

（野田
・松見 2009）。これ らの 訓練では， 1分間ま

たは30秒間の タイム トライアル を行なっ た り， 訓練時

の タイ ム を測定した りして い る。流暢性訓練を行 うと，
正反応率だ けを指標とする訓練と比較して，学習内容

の保持や，般化にお い て有効である とい われ て い る。

　そ こ で，本研究で は，同年齢 の 児童 と比較 し，語彙

が少な い 小学生男児を対象に流暢陸訓練を行 うこ とで，

どの程度語彙が獲得されるの かにつ い て検討する こ と

を 目的と した。

方法

参加児 ：小学校 3 年生の 男児（以下，Clと記す）が本研

究に参加 した。Clが8：06 時に実施したPVT −Rで は，　V
A6 ：10 （VQ80 ）と語彙発達 の 遅れが疑われ て い た。研究

協力にっ い ては，書面にて同意が得 られたケ
ー

ス で あ

っ た 。

場所 と期間 ：場所はA大学の プ レイセ ラピー室を使用

し，学校机を挟んだ対面形式で行 っ た。期間はX 年 1

月か ら4月 の間の 4セ ッ シ ョ ン の うち， 各セ ッ シ ョ ン

の 15分程を利用 した。

刺激 ：小学校 1，2年生の国語の教科書か ら抜粋 した4
8単語を絵カ

ードに して使用 した 。 また，プ ロ ン プ トと

して ，絵カードの名称が 6 っ ずつ 印刷 されたB5 の プ
ロ ン プ ト用紙 8 枚を用意した 。

実験デザイ ン ： 事前事後デザイ ン を用 い た
。

手続き ：

事前評価 ；絵カ
ード刺激48単語を 1 回ずつ 提示 し， 命

名を して もらっ た。命名で きない 単語 には ， プロ ン プ

ト用紙を出し，その 中から選択 して もらっ た。
介入 （流　性訓練） ：介入で はまず ， 事前評価で プロ

ン プ ト用紙を使用 した単語お よび無反応で あっ た単語

を未学習単語 として平均 4単語 ， 正反応だっ た単語 を

既学習単語 として ， 平均 4 単語選択 し
， 刺激セ ッ トを

作成 した。その 後，刺激セ ッ ト毎に，実験者が絵カー

ドをすばやく提示し，命名を求めた。その 際，プ ロ ン

プ ト用紙も使用 した。介入は，各刺激セ ッ トで個々 の

未学習単語が，3試行連続で正反応するまで繰 り返 し

実施した 。 未学習単語が達成基準に到達した ら， 事後

評価に移行 した。

事後評価 ： 事後評価は ， 事前評価 と同様の 手続きで行
っ た。

結果
　事前評価，事後評価で ， 正 しく命名 された語数 と，

介入 にお ける未獲得単語 の学習率をFigure　 1 に示 し

た。未獲得単語の 学習率は，その セ ッ シ ョ ン で導入さ

れた未獲得単語数に対する，獲得で きた単語の割合を

示して い る。
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　事前評価時に正 しく命名で きた単語は48単語 中16
単語で あっ た 。 介入の 流暢性訓練は 3 セ ッ シ ョ ン 実施

した。セ ッ シ ョ ン 2では， 3ブ ロ ッ ク介入 を行い 12単
語中 6単語が ，

セ ッ シ ョ ン 3では 7 ブロ ッ ク介入を行
い

，
20単語中15単語 が

，
セ ッ シ ョ ン 4 で は

，
8 ブ ロ ッ

ク介入 を行い ，11単語中11単語が達成基準に到達 した。
刺激 セ ッ トの繰り返 し回数は，平均3．56回で あ っ た 。

そ の 結果，事後評価で は 48単語全て で 正反応が示 され

た。

騾

流暢性訓練による介入 に よっ て 3 セ ッ シ ョ ン で 32

単語が命名可能になっ たこ とか ら， 語彙を獲得する訓

練法として，本訓練法が有効で あるこ とが示唆された。
また，Clも楽しく，積極的に流暢性訓練に取 り組む様

子 も観察され，被訓練者に とっ て も学びや すい 訓練方

法 で あるようであっ た。
　今後，訓練に使用 した単語を用 い た文章を読む速度
の 変化 などを評価する応用評価や，獲得した内容の 保

持評価につ い ても行 う必要があるだろう。
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